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平成20年9月30日  

医歯薬学総合研究科生体制御科学専攻  

（学位規則第4条第1項該当）  

学位論文題 目  EpiduralBlood Patch Therapy for Chronic  
Whiplash－Associated Disorder  

（慢性むち打ち関連障害に対する硬膜外自家血注入治療）   

論文審査委員  教授 尾崎敏文 教授 伊達 勲 准教授 近藤英作  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨  

慢性むち打ち関連障害（慢性WAD）では頭痛，耳鳴り，めまい等を訴え，脳脊髄液漏  

出の症状に類似している。ラジオアイソトープ（RI）脳槽造影検査は脳脊髄液漏出に  

対する有用な検査であり，この検査を用いて慢性WADと脳脊髄液漏出との関係を明ら  

かにし，慢性WADに硬膜外自家血注入（EBP）治療が有効かどうか検討した。  

明確な外傷との関連を有する慢性WAD患者66症例が対象である。RI脳槽造影検査を  

施行して脳脊髄液漏出の存在を調査した。脳脊髄液漏出を有した患者ではEBP治療を  

予定した。症状および就業状態を治療前後で評価し比較検討した。  

37症例で脳脊髄液漏出を示した。うち36症例が平均2．2回のEBP治療を受けた。EBPl  

週間後に頭痛は100％から17％に，記憶障害は94％から28％に，めまいは83％から  

47％にとそれぞれ減少した。6カ月後の経過観察時に症状と就業状態は改善していた。  

慢性WADには脳脊髄液漏出を合併する症例が含まれることを証明した。またEBPは脳  

脊髄液漏出を伴う慢性WADに有効な治療と考えられた。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨   

慢性むち打ち関連障害（慢性WAD）では、頭痛、耳鳴り、めまい等痘訴え、脳脊髄液  

漏出の症状に類似している。本研究ではラジオアイソトープ（RI）脳槽造影検査を用い  

て慢性WADと脳脊髄液鱒出との関係を明らかにし、慢性WADに硬膜外自家血注入（EBP）  

治療が有効かどうか検討した。   

明確な外傷との関連を有する慢性WAD患者66症例を対象としてRI脳槽造影検査を施  

行したところ、37症例で脳脊髄液漏出を示した。うち36症例が平均2．2回のEBP治療を  

受けた。症状および就業状態を治療前後で評価・比較検討したところ、EBPの1週間後に  

頭痛は100％から17％に、記憶障害は94％から28％に、めまいは83％から47％にそれ  

ぞれ減少した。6ケ月後の経過観察時に症状と就業状態は改善していた。本研究により慢  

性WADには脳脊髄液漏出を合併する症例が含まれていることを証明した。さらにEBPは  

脳脊髄液漏出を伴う慢性WADに有効な治療と考えられた。これは重要な知見を得たもの  

として価値のある業績と認める。よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格やミある   

と認める。   




